































































蛍光プローブは,Redox Sensor Red CC-1,BODIPY-(581/
591)-C11の2種を使用した.【結 果】 ニトロキシルラ
ジカル存在下,HT1080細胞にフェロトーシスを誘導した
ところ,COOH-PROXYLを除く4種がフェロトーシスの
誘導を阻害した.細胞質レドックスポテンシャルの指標で
あるRed CC-1を用いた検討を行ったところ,PROXYL
系はフェロトーシス誘導によるレドックスポテンシャル変
動をコントロールレベルにまで抑制した.また,脂質過酸
化連鎖反応の指標であるC11-BODIPYを用いた検討を
行ったところ,ニトロキシルラジカル存在下で有意なシグ
ナルの減弱が確認された.【考察と結語】 ニトロキシル
ラジカルは,脂質ラジカルをスカベンジすることでフェロ
トーシスの誘導を阻害することから,脂質ラジカル―ニト
ロキシルラジカル付加体の構造解析はフェロトーシスに関
わる脂質に関する情報を取得する有力な手法になり得るこ
とが明らかとなった.
20．硫化水素―グルタチオン系による細胞内ラジカルスカ
ベンジ作用について
永井 聖也，川島早耶香，輿石 一郎
（群馬大院・保・生体情報検査科学）
【背景と目的】 細胞内には,様々な抗酸化酵素が存在する
が,障害性のフリーラジカル種をスカベンジする低分子抗
酸化物質の本体とその作用機序に関する詳細は不明であ
る.近年,細胞内に,サルフェン硫黄として知られる,グル
タチオンパースルフィドの還元体 (G-SSH)ならびに酸化
体 (G-SSS-G)が数十～数百μMレベルで存在することが
明らかにされた.これらは,グルタチオン存在下,硫化水素
とフリーラジカル種とのラジカル反応により産生すること
から,我々は,硫化水素―グルタチオン系が細胞内ラジカ
ルスカベンジ作用を担っているのではないかと考えてい
る.しかしながら,硫化水素が持続的なラジカルスカベン
ジャーとして作用するためには,細胞内環境下でG-SSS-
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